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都内河口域の水生生物調査結果 
 

和波 一夫 石井 裕一 安藤 晴夫 木瀬 晴美*   

                                         (*非常勤研究員） 

 

 

１ はじめに 

河川の水質改善に伴い、多摩川や荒川、旧江戸川の

河口域ではヤマトシジミが多く生息するようになり、

現在は水産漁業の対象種となっている。一方、東京湾

では赤潮が頻繁に発生し、底層には貧酸素水塊や無生

物域が広がり、河川に比べて水質改善は進んでいない。

水質が改善された水域と改善されていない水域の中間

帯である河口域の生物生息環境の実態を把握するため、

2010 年度運河調査に引き続き水生生物、水質、底質の

調査を実施した。ここでは、水生生物の出現状況を中

心に報告する。 

 

２ 調査方法 

(1) 調査区域等 

調査区域を図１に示す。多摩川、荒川及び旧江戸川

の河口域で 2011 年 9 月から 2012 年 3 月の間に計４回

調査を行った。第１回は 9 月 26～30 日、第２回は 11

月 21～25 日、第３回は 1 月 24～27 日、第４回は 3 月

7～10 日である。調査地点の詳細を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 調査項目及び採集方法 

 底生生物・稚魚・付着動物を採集し分類同定と個体

数及び湿重量の計測を行なった。  

底生生物の採集は、エックマンバージ型採泥器

（15cm×15cm）を使用し、1 地点あたり 3 回採集した。

調査地点が干出している場合はスコップを用いて同等

の面積を採集した。採泥 3 回分をバット等に合わせた

後、1mm メッシュのふるいで選別したものを試料とし、

ホルマリン固定した。 

稚魚の採集は、小型地引き網（幅 10m、高さ 1m、目

合い 4mm）を使用し、汀
てい

線
せん

（なぎさ）に対して直角に 1

回の採集面積が約 100 ㎡となるよう 20m 程度引き網し

た。地引き網の使用が困難な場所では、サデ網（幅 90cm、

高さ 90cm、深さ 90cm）を用いて採集を行った。 

付着動物の採集は、調査地点の潮間帯及び潮下帯の

付着基盤を対象に、30cm×30cm の方形枠内の付着動物

を剥離し、採集した試料をホルマリン固定した。 

(3) 現場測定 

 採集時の天候、気温、水温、透明度、透視度、色相、

臭気は、海洋観測指針等の方法に準じて測定した。水

温、塩分、水素イオン濃度（pH）、溶存酸素量（DO）、

濁度の鉛直分布は、多項目水質計（WQC-24，東亜 DKK）

を用いて測定した。泥温、泥色、性状、臭気、夾
きょう

雑物
ざつぶつ

 

は底質調査方法に準じて記録し、底泥の酸化還元電位

は、ORP 計（D-13，堀場）を用いて測定した。海底地

形の傾斜度（以下、「地盤傾斜」という）を把握するた

め、護岸等に基点を定め、汀線と直交するライン上で

水深を測定した。 

(4) 底質、水質 

底質試料はエックマンバージ型採泥器（15cm×15cm）

を用いて１地点あたり 3 回採取した。調査地点が干出

している場合はスコップを用いて同等の面積を採取し

た。採泥 3 回分をバット等に合わせた後、礫や貝殻、 

〔報告〕 

図１ 調査地域 
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木片などの夾雑物を取り除いて混合し、スチロール瓶

等の容器に分取した。水質試料については、表層はバ

ケツ、底層は北原式採水器を用いて採水した。試料は

低温保存して実験室に持ち帰り、分析に供した。 

 

３ 調査結果 

(1) 各調査区域の概況 

ア. 多摩川河口域 

 多摩川の河口の干潟は、多摩川の東京都側と川崎市

側に分布している。今回は、左岸の東京都側を中心に

大師橋（図２－１の多-7）の上下流域で調査を行った。

橋の下には干潟が広がっており、干潮時に市民がヤマ

トシジミを採取している様子が見られる（図３）。 

 多摩川の流心部や船溜まり付近は航路となっている

ため、やや深く掘られており、本調査地点での最深部

の水深は約 4m であった。調査地点の多-4 のラインで

は、最深部の水深は約 3m であり、地盤傾斜については、

水深約 1.5m までは緩やかで、その後やや急な傾斜とな

り、水深 3m ではほぼ平坦となっていた。多-4 のライ

ンの底質は砂もしくは砂泥であったが、多-4-4 地点は

シルトであった。そのほか、大師橋の両岸も全般的に

シルトであり、調査中に胴長靴が沈んで歩行が困難と

なるような軟泥状態であった。 

 溶存酸素濃度は、全層とも 4.4～8.1 mg/ℓの範囲内

にあり貧酸素状態（2 mg/ℓ以下）は観測されなかった。 
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図２－１ 多摩川河口調査地点 
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図２－２ 荒川河口調査地点 

図２－３ 旧江戸川河口調査地点 
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調査地点全体の底生動物個体数では、ハナオカカギ

ゴカイ、ヤマトカワゴカイ、ヤマトスピオ、イトゴカ

イ類などの多毛類、二枚貝のヤマトシジミ、端脚類の

ニホンドロソコエビが優占種であった。湿重量ではヤ

マトシジミが優占種であった。二枚貝は、ヤマトシジ

ミ、アサリ、ホンビノスガイなどが出現したが、出現

地点は種によって異なった。ヤマトシジミは多-1～多

-10 地点で出現し、アサリは多-2～多-5 地点、外来貝

のホンビノスガイは多-3～多-5 地点、多-8 地点で出現

した。 

 稚魚調査ではアシシロハゼ、マサゴハゼ、ヒメハゼ

などのハゼ科魚類のほか、オイカワ、マルタ、アユ、

イシガレイが出現した。３月調査で採取されたアユは

シラス仔魚であり、前年の秋に多摩川中流部でふ化し

たものが多摩川河口部で生育していると推測された。   

付着動物は多-6 地点のみで調査を行った。潮間帯で

は個体数、湿重量ともコウロエンカワヒバリガイ、タ

テジマフジツボ、ドロフジツボ優占種であった。 

イ. 荒川河口域 

 荒川河口、中川河口、砂町運河等の荒川大橋周辺で

調査を行った。荒-4 地点は、国土交通省荒川下流河川

事務所が造成した石積護岸内に干潟が存在する。その

他の地点には干潟は無かった。荒川の流心部は航路と

なっているため、深く掘られており、調査地点の荒-1

のラインでは、最深部の水深は約 5m であった。また、

左岸・右岸近傍も水深 2m 以上あり、多摩川河口域のよ

うな緩やか地盤傾斜は認められなかった。荒川河口域

の調査地点の底質はシルトであった。 

 砂-1 地点の溶存酸素濃度は、9 月調査の底層で 0 mg/

ℓ、11 月調査の底層で 1.4 mg/ℓであり、無酸素及び貧

酸素状態が観測された。一方、他の地点では全層とも

4.1～8.5 mg/ℓの範囲内にあり、貧酸素状態は観測され

なかった。 

調査地点全体の底生動物個体数では、アシナガゴカ

イ、ヤマトスピオなどの多毛類、端脚類のニホンドロ

ソコエビが優占種であった。二枚貝は、ヤマトシジミ、

アサリ、ホンビノスガイなどが出現した。中川の中-1

地点では、個体数、湿重量ともヤマトシジミが優占種

であった。底層の無酸素状態が観測された 9 月の砂-1

地点では、底生動物の種類数はゼロであった。 

 稚魚調査ではアシシロハゼ、アベハゼのほか、荒-4

地点では絶滅危惧種のトビハゼが出現した。 

付着動物は荒-2 地点のみで調査を行った。個体数、

湿重量ともコウロエンカワヒバリガイ、シロスジフジ

ツボ、ドロフジツボ優占種であった。 

ウ. 旧江戸川河口域 

 旧江戸川は、千葉県と東京都の境界を流れる一級河

川で、江戸川区篠崎町付近で江戸川から分かれて、東

京湾に流れこむ全長 9.36km の河川。1930 年に江戸川

放水路（江戸川）が開削されるまでは江戸川の本流で

あった。河口より 5km 付近で 1963 年に開削された新中

川を合流して、東京湾に流れこむ（東京都建設局 HP）。 

旧江戸川の流心部は航路となっているため、深く掘

られており、調査地点の旧-1 のラインでは、最深部の

水深は約 5m であった。また、左岸・右岸近傍も水深

2m 前後あり、多摩川河口域のような緩やか地盤傾斜は

認められなかった。底質はほとんどが砂泥であった。 

 溶存酸素濃度は、全層とも 6.0～8.3 mg/ℓの範囲内

にあり貧酸素状態は観測されなかった。 

調査地点全体の底生動物個体数では、ホトトギスガ

イ、ヤマトシジミ、アサリ、イトゴカイ類が優占種で

あった。外来貝のホンビノスガイは出現しなかった。 

 今回の調査地点には小型地引き網を引ける干潟がな

かったので、稚魚調査はサデ網を用いて旧-1 地点付近

の浅場で採取作業を行った。アシシロハゼ、シモフリ

シマハゼ、ヌマチチブのハゼ科魚類のみ出現した。魚

類以外には、シラタエビ、ユビナガスジエビ、タカノ

図３ 多摩川・大師橋下の干潟 
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ケフサイソガニが出現した。 

付着動物は旧-3 地点のみで調査を行った。個体数、

湿重量ともシロスジフジツボ優占種であった。 

(2) 水生生物調査のまとめ 

 本調査で確認した水生生物の一覧を表１に示す。主

な分類群は、二枚貝綱 19 種、多毛綱 29 種、軟甲綱 27

種、硬骨魚綱 21 種であった。 

ア．希少種の出現状況 

 今回の調査で出現した種のうち、貝類ではウミゴマ

ツボ、カワグチツボ、ヤマトシジミが環境省版レッド

リスト 1)で準絶滅危惧、東京都版レッドリスト 2)で留

意種に指定されている。エビ類では、シラタエビ、テ

ナガエビ、ユビナガスジエビが東京都版で留意種に指

定されている。魚類では、トビハゼとマサゴハゼが絶

滅危惧Ⅱ類に指定されており、そのほかの魚類も表１

のように絶滅危惧Ⅱ類、準絶滅危惧、留意種に指定さ

れてものがある。 

イ．外来種の出現状況  

 今回の調査で出現した種のうち、コウロエンカワヒ

バリガイ、イガイダマシ属、タテジマフジツボが外来

生物法の要注意外来生物に指定されている。その他に

ホンビノスガイ、アメリカフジツボ、ヨーロッパフジ

ツボが外来種とされている。 

 

５ おわりに 

 環境省版レッドリストで準絶滅危惧、東京都版レッ

ドリストで留意種に指定されているヤマトシジミは、

多摩川の河口干潟で比較的多く生息していることが確

認された。ヤマトシジミは漁業対象種として多摩川、

荒川、旧江戸川の河口域で採取されており、今後の生

息数の推移を把握しておく必要がある。近年、外来種

のホンビノスガイが東京湾奥部の干潟・浅場で確認さ

れ、生息域の拡大が懸念されている 3,4)。今回の調査

では、多摩川と荒川の河口域でホンビノスガイが確認

された。貝類の都内分布状況については、引き続き調

査を行っていく予定である。 
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